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平
成
28
年
度
の
予
算
案
並
び

に
諸
案
件
の
ご
審
議
を
お
願
い

す
る
に
当
た
り
、
私
の
所
信
及

び
町
政
の
基
本
方
針
を
申
し
述

べ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
第
３
次

安
倍
内
閣
は
、
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
を
旗
印
に
掲
げ
、
「
希
望
を

生
み
出
す
強
い
経
済
」
、
「
夢
を

つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」
、
「
安
心

に
つ
な
が
る
経
済
保
障
」
の
「
新

３
本
の
矢
」
を
放
ち
、
引
き
続
き

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
推
進
し
、

地
方
創
生
に
取
り
組
む
決
意
を
示

し
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
各
種
政
策
の

効
果
も
あ
り
、
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
に
よ
り
、
緩
や
か
な

が
ら
景
気
回
復
に
向
か
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
５
次
熊
野
町
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
新
た

な
視
点
で
盛
り
込
ん
だ
「
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
」
を
推
進
す
る
た
め
、
総

合
計
画
に
定
め
る
政
策
体
系
ご
と

に
重
点
配
分
を
行
う
な
ど
、
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
「
暮
ら
し
の
基
盤
が

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
日
常

生
活
を
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
、
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
、

た
く
ま
し
く
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

筆
の
里
工
房
は
、
一
部
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
施
設

周
辺
の
外
溝
防
水
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
、
常
設
展
示
の
説
明
を

英
語
、
日
本
語
の
音
声
で
聞
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

外
国
人
観
光
客
に
も
わ
か
り
や

す
く
筆
文
化
を
伝
え
る
な
ど
、

施
設
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

定
住
交
流
の
促
進
で
は
、
町

の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
活
用
し
、

「
筆
の
都
熊
野
町
」
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
筆
産
業

振
興
事
業
で
は
、
紙
、
墨
、
硯

の
産
地
で
あ
る
鳥
取
市
、
鈴
鹿

市
、
石
巻
市
と
連
携
し
、
「
文

房
四
宝
ま
つ
り
」
の
開
催
地
と

し
て
情
報
発
信
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

近
年
、
想
像
を
絶
す
る
自
然

災
害
が
地
球
規
模
で
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
よ

り
一
層
の
防
災
・
減
災
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
、

地
域
主
体
の
避
難
訓
練
の
実
施

に
加
え
、
住
民
参
加
型
の
総
合

防
災
訓
練
を
10
月
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
制

度
を
創
設
し
、
自
治
会
が
実
施

す
る
地
域
の
防
災
、
防
犯
等
に

資
す
る
自
主
的
な
取
り
組
み
を

施
政
方
針
　
平
成
28
年
度

　

平
成
28
年
第
１
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が

平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
）

【
は
じ
め
に
】

【
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
】

【
重
点
的
な
取
り
組
み
】

総　

務　

部　

門

民　

生　

部　

門

建　

設　

部　

門

【
各
部
門
の
取
り
組
み
】

支
援
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度

か
ら
始
め
た
自
主
防
災
組
織
育

成
支
援
助
成
制
度
を
継
続
し
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
対
す

る
支
援
を
行
い
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

民
生
部
で
は
、
組
織
・
機
構
の

改
編
を
行
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地
域
の

子
育
て
支
援
、
母
子
保
健
を
総
合

的
・
一
体
的
に
推
進
す
る
「
子
育

て
・
健
康
推
進
課
」
と
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
介

護
予
防
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
高

齢
者
福
祉
施
策
を
一
体
的
に
行
う
、

「
高
齢
者
支
援
課
」
の
設
置
で
す
。

　

子
育
て
支
援
策
は
、
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
児
童
虐
待

の
対
応
な
ど
、
就
学
前
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
で
は
、
不
妊
症
の

治
療
費
助
成
や
、
妊
婦
健
診
に

町
内
歯
科
医
院
で
の
歯
周
病
検

診
、
２
歳
の
フ
ッ
素
塗
布
事
業

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

保
育
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
老
朽

化
の
著
し
い
「
保
育
所
ひ
か
り

学
園
」
の
全
面
建
て
替
え
に
伴

う
整
備
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
幼
稚
園
と
も
更

に
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
就
労
環
境
に
応
じ
た

一
体
的
な
保
育
・
教
育
を
支
援

し
ま
す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
手
狭
と
な
っ
た

第
２
児
童
ク
ラ
ブ
を
小
学
校
の

校
舎
内
に
移
転
し
ま
す
。

　

新
制
度
の
移
行
に
よ
り
、
町

が
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
私
立

幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
保
育
所

と
同
様
に
国
の
基
準
よ
り
低
く

設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
く
ま

の
・
み
ら
い
交
流
館
の
隣
接
地

に
大
型
遊
具
の
あ
る
芝
生
広
場

を
整
備
し
、
神
田
浄
水
場
跡
地

に
は
、
西
部
ふ
れ
あ
い
広
場
を

整
備
す
る
計
画
を
進
め
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、

健
康
増
進
計
画
等
を
基
に
、
町

民
自
ら
が
食
と
運
動
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
の
取
組
を
支

援
し
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
普
及
や
西
部
地
区
の

公
園
等
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
健
診
は
、
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
の
女
性
が
ん
検
診
を

医
療
機
関
で
個
別
に
検
診
で
き

る
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
分
析
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

腎
症
重
症
化
予
防
教
室
を
始
め
、

各
種
健
康
教
室
、
相
談
事
業
を

充
実
し
ま
す
。
感
染
症
は
、
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
接
種

勧
奨
を
実
施
し
、
予
防
接
種
の

接
種
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
施
策
は
、
要
支
援
１

及
び
２
の
高
齢
者
に
対
す
る
介

護
予
防
給
付
の
内
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
に
移
行
す
る

た
め
、
不
安
や
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
円
滑
に
移
行
し
ま
す
。

　

障
害
者
施
策
は
、
重
度
障
害

者
の
社
会
活
動
を
促
進
す
る
た

め
実
施
し
て
い
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
の
助
成
上
限
額

を
増
額
す
る
な
ど
、
障
害
者
の

日
常
生
活
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
及
び
障
害
者
施
策
は
、

地
域
活
動
や
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
の
支
援
、
社
会
参
加
活
動
の

促
進
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
と
一

体
と
な
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

環
境
対
策
は
、
公
衆
衛
生
活

動
を
実
施
す
る
団
体
や
、
小
型

浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
を
実
施
し
、
ご
み
の

資
源
化
及
び
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
を
図
り
、
町
民
の
環
境

意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

進
展
す
る
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
町
の
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
県
道
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
近
隣
市
町
と
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
重
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
要
望
活
動
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
県
道
矢
野
安
浦
線

の
「
阿
戸
別
れ
交
差
点
」
及
び

「
海
田
大
橋
入
口
交
差
点
」
の

渋
滞
対
策
が
、
現
在
策
定
中

の
「
広
島
県
道
路
整
備
計
画

2016

」
に
整
備
個
所
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
、
今
後
は
県
と
連
携

し
て
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

砂
防
事
業
は
、
雲
母
川
に
お

い
て
は
用
地
買
収
が
、
初
神
地

区
の
治
山
事
業
に
お
い
て
は
工

事
が
実
施
予
定
で
す
。

　

町
道
の
整
備
は
、
「
呉
出
来

線
」
の
狭
隘
部
分
の
用
地
取
得
、

「
藪
太
央
線
」
、
「
山
崎
線
」

は
拡
幅
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、

中
溝
地
区
や
平
谷
地
区
等
の
局

部
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

橋
梁
の
点
検
や
補
修
工
事
等
を

計
画
的
に
実
施
し
、
道
路
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
対
策
は
、
引
き
続

き
、
町
有
地
の
松
枯
れ
対
策
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
「
都
市

再
生
整
備
事
業
」
を
活
用
し
、

熊
野
団
地
内
の
側
溝
の
整
備
や

子
育
て
世
代
に
憩
い
の
場
と
し

て
東
山
公
園
、
貴
船
公
園
、
防

主
山
緑
地
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
住
宅
取
得
に

対
す
る
「
住
む
な
ら
く
ま
の
」

応
援
事
業
は
、
子
育
て
世
代
の

定
住
を
促
進
す
る
た
め
助
成
金

を
交
付
し
、
人
口
の
維
持
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
新
宮

地
区
の
一
部
、
約
7.8
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
整
備
を
予
定
し
、
熊
野
団

地
内
の
老
朽
管
の
改
築
更
新
工

事
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
管

路
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
予
想
さ
れ
る
下
水
道
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
、
維
持
管
理

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
新
宮
地

区
及
び
川
角
地
区
に
お
け
る
未

給
水
地
区
の
配
水
管
整
備
を
行

う
ほ
か
、
熊
野
団
地
内
の
老
朽

管
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題
を
総
合
的
に
分
析
、

評
価
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を

設
定
す
る
た
め
、
「
熊
野
町
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

熊
野
東
中
学
校
は
、
普
通
教

室
棟
の
大
規
模
改
造
工
事
と
武

道
館
屋
根
の
改
修
工
事
を
実

施
し
、
熊
野
第
一
小
学
校
は
、

プ
ー
ル
棟
の
防
水
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
熊
野
第
一
小

学
校
東
校
舎
及
び
熊
野
第
三
小

学
校
南
校
舎
の
大
規
模
改
造
工

事
並
び
に
小
・
中
学
校
の
屋
外

階
段
修
繕
の
た
め
の
実
施
設
計

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
事
業
で
は
、
中
学

校
に
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食

を
導
入
し
ま
す
。
両
中
学
校
に

お
い
て
給
食
用
リ
フ
ト
の
設
置

工
事
を
実
施
し
、
整
備
完
了
を

見
込
む
二
学
期
後
半
に
は
給
食

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、
生

涯
学
習
と
多
世
代
交
流
の
推
進
を

図
る
、
「
く
ま
の
・
み
ら
い
交
流

館
」
が
完
成
し
ま
す
。
隣
接
す
る

芝
生
広
場
と
と
も
に
、
子
育
て
世

代
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
一

体
的
に
運
営
し
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

町
民
グ
ラ
ン
ド
の
雨
水
排
水
機
能

の
改
善
を
図
る
た
め
、
改
修
工

事
に
向
け
た
設
計
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
グ
ラ
ン

ド
周
辺
の
老
朽
化
し
た
社
会
体

育
施
設
も
随
時
改
修
し
な
が
ら
、

社
会
体
育
の
拠
点
機
能
を
高
め
、

地
域
住
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
の
視
点
に
立

ち
、
「
第
５
次
熊
野
町
総
合
計

画
」
及
び
「
総
合
戦
略
」
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

教　

育　

部　

門


